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０ はじめに 

 本発表では、富山高校における情報Ⅰの授業、ならび

に総合的な探究の時間での「オリジナル診断アプリ」開

発について述べる。 

 

１ 情報Ⅰ進度表 

 以下に示すのが、富山高校での情報Ⅰの進度表であ

る。 

 

 

 

生徒にはこの進度表を最初の授業で渡していて、こ

の通り進んでいくと連絡をしている。 

ポイントは大きく分けて２点ある。 

１点目は、４月の導入を２進法などデジタルの分野

からスタートしていることで、情報Ⅰの基本であり、そ

の後のプログラミングにも繋がっていく分野を最初に

学習することで情報に対する意識付けをねらいとして

いる。 

２点目はプログラミング分野を意図的に細かく区切

り、同一時期にまとめて実施しないことである。各学期

に一度のペースで復習を兼ねて学習することで、繰り

返し演習を行い知識・技能の定着を図っている。また、

７月までに関数まで学習することで、夏期休業中の課

題として、「数学の問題を自ら考え、その解答が出力さ

れるコードを考える」という探究的に課題を見つけ出

し、それを学習した知識・技能を活かし解決するという

活動を行っている。 

 
 

普段の演習には、ブラウザで動くBit arrow を用い

ている。ただ、Bit arrowでは次節以降の総合的な探究

の時間で行う「オリジナル診断アプリ作成」で必要な

tkinter をインポートできないため、Anaconda 

Navigator のインストールに７月の夏期特別編成授業

の１時間を使っている。次節以降の総合的な探究の時

間では、Anaconda Navigator内のspyderを用いる。 
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２ 「オリジナル診断アプリを作成しよう」 

 ２学年の総合的な探究の時間の８時間で、「オリジナ

ル診断アプリ作成」を行っている。実際に生徒が作成し

た「オリジナル診断アプリ」を以下に挙げる。 

 

 

２．１ 目標・ねらい 

「オリジナル診断アプリ作成」の目標・ねらいは学習

指導要領に即して、下の４つに設定した。 

 

 

 

 

 

２．２ スケジュール 

 ８時間の具体的な活動内容は以下である。 
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 文系クラスは、情報科の教員が授業を主導する形で

進め、理系クラスは協同的・対話的に生徒たち自身で進

めていく。また、最初の３回の授業では地域コーディネ

ーターや情報技術支援員の協力を仰いで、質問対応に

当たれる人数を増やしている。 

 クラス担任には以下のような連絡を行った。 

 

 

 

２．３ 実習手引書（Github） 

 実習手引書としては、紙の手引書と Web 版の手引書

を用意している。Web 版では、コードはコピーして

Spyder にそのまま貼り付けられるようになっているほ

か、コードの具体的な説明もあり、苦手意識を持つ生徒

が自分の現状に応じて取り組めるようになっている。

また、「発展的なコード・Q＆A」のリンクもあり、さら

に学習したい生徒はそちらを参照することもできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GitHub（実習手引書）の一部 

 

２．４ キーワード提示型の振り返り 

 毎回の授業の最後に振り返りの時間を設けた。振り

返りシートは本時のキーワード（振り返る観点）とキー

ワードを基に学んだことを自分の言葉で振り返ること

ができるように作成した。振り返る内容の焦点を絞れ

るように授業者の方から本時のキーワードを提示し，

授業者がキーワードにそって簡潔に授業のフィードバ

ックを行った。 

 

 

２．５ オリジナル診断アプリの発表 

 最後の１時間では発表を行った。５，６人のグループ

に分かれ、準備１分、発表３分、質問・体験１分、評価

１分を目安に順に発表した。作成の動機や工夫した点

などを含め、また、実演なども交えながら聞き手に魅力

的に伝わるように発表の方法を考える姿がみられた。 



情報部会 

 

6 

  

 

 また、時間の後半で、クラス全体に向けた発表を行っ

たクラスもあった。 

２．６ 評価について 

 評価は自己評価と相互評価で行った。 

 相互評価は、グループでの発表時にリアルタイムで

行った。Microsoft Formsを使用して発表時の声量や作

成したアプリの独自性などの各観点について評価した。

Microsoft Forms のプレゼンテーション機能を用いる

ことで、発表者は自分の発表がどのように評価された

かのフィードバックをすぐに知ることができるように

なっている。 

 
自己評価では、以下の観点のそれぞれについて３段

階で評価した。 

 

 

 

３ 結果と考察 

２．４で触れた「毎回行ったキーワード提示型の振り

返りについて」の自由記述について、KH Coderでテキス

トマイニングによる分析を行った。以下は語の共起関

係の探索と自由記述の要約である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共起ネットワーク結果 

要約 

「授業の最後に先生の方からその日習った重要語句

やポイントなどのキーワードが提示され，それによっ

て授業の要点を簡単に思い出すことができ，簡潔に自

分の言葉でまとめることができるようになった。その

おかげで，理解が難しいプログラミングのような内容

でも振り返ることができた。」 

 
 

 


